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Abstract 

The aeromagnetic surveys were carried out in the Kagoshima Bay and its vicinity 

in November 1964. The total coverage of the surveys was 60km×70km including 

Sakurajima, an active volcano, and the Kagoshima Bay. The average spacing between 

the track lines was about 2km. The flight altitude was about 2,000111. Geomagnetic 

total force was measured with a proton magn巴tom巴tersuspended from the helicopter 

in the same way as in the aeromagnetic surveys over and around Toya Lake. The 

results of the surveys are summariz巴das follows : 

(1) Mt. Sakurajima has a remarkable magnetic anomaly of about 400r. It is 

assumed that this anomaly is caused by a magnetic dipole magnetized in the 

present earth’s magnetic field. 

(2) There is a remarkable magnetic anomaly of about 150 r around the mouth of 

the River Beppu. 

( 3) There is an anomalous magnetic anomaly of 170 r over the area about 15km 

east of Kushikino. 

(4) There is a big magnetic anomaly of about 400r accompanying Mt. Kaimondake. 

Studying the correlation betw巴enthese magnetic anomalies and the g巴ological

structure in the Kagoshima Bay and its vicinity, it has b巴enfound that there 

is no magnetic anomaly around the area extending from Kagoshima City to Ikeda 

Lake and there is no magnetic rock contammg any amount of magnetite in 

this area. 
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鹿児島湾には有名な活火山桜島があって，多量の熔岩を流出しているが この桜島に伴って大きな magnetic

anomalyが存在する．湯村・哲男氏は 1944年桜島火山の地磁気測量を 3成分について行なった．

また，水上博士は桜島の magneticsurveyを行ない， ellipsoidと仮定して magnetizationの intensity

J=l.8×10-3 emu/ccを得ている．そして Si 02が 62%の andesiteでできていることを指摘している．

また，桜島を含む鹿児島湾一帯は Air司 AtaCalderaといわれ一種のカルデラ火山を形成しているので，

内部構造の決定に aeromagneticsurveyの方法は非常に有力である．

また， Prof.I. Yokoyama ( 1963）は，桜島は AiraCalderaの周辺に生じた火山で、あると推定している．

Caldera火山の aeromagneticsurveyの研究のうちのーっとして， Aleutian列島中にある OkmokVolcano 

は有名である．この Caldera火山の aeromagneticsurveyは F.M. Byer (1959）によって精密に行なわ

れた．
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Okmok Volcanoは Umnak Islandにあり， diameter6 milesの circularconeで， max. depth 1,500 

feetである．この OkmokVolcano Calderaを含む Umnak Islandの aeromagneticsurveyが行なわれた

高度は 6,500 feetである．測量の結果 OkmokCalderaの中心部に Positiveanomalyが存在し，その周

辺の Tulik火山等の Volcanolこ伴って大きな magneticanomalyがあることがわかった．

また， 1963～1964年にわたって U. S. 0Geological Survey が日本の Aso, Kuttyaro Caldera の

aeromagnetic surveyを 1km間隔で 70km×70kmの範囲の精密測量を行なった．そして興味のある結果そ

得ている．

今回，海上保安庁水路部では，鹿児島湾周辺の地磁気測量をヘリコプターに Protonmagnetometerを塔載

して実施したので，その結果について述べる．

2 測定計器

測定計器としては洞爺湖周辺の aeromagneticsurveyに使用したと同ーの Beattypeの Protonmagneto 

meterを用いた．この Protonmagnetometerの詳細については「洞爺湖周辺の地磁気異常についてJにおい

てすでに述べた．この場合にも測定精度は土5rである．

3測定

昭和 39年 11月24日から 12月1日まで鹿児島を惹地として Helicopter シコルスキー 58型に Proton

magnetometerを塔載し， aeromagnetic surveyを行なった．測定範囲は，南は関関岳から北は霧島岳まで，

g§は日本海岸の串木野から東は鹿屋市までの 60km x70 kmの範囲で，コース聞編は約 2km, 37コ｝スを東西

線に沿って誤lj定宏行なった．飛行高度は 2,000m (6,000 ft）である．測定は 10秒ごとに行ない，同時に地上カ

メラを用いて測定点の池上写真を撮影し， ζれと航空写真と対比して測定点の位置を決定した．

測定値は地磁気観測所鹿屋出張所の地磁気常時観測の dataを用いて外部磁場の補正を行ない， 土5rの精度

--c・全磁力値図そ第 1図のように作成した．これZをもととして 10rの contourの等全磁力線図を第2図のように

得た．

との magneticchartから次の事実がわかった．

1) 桜島に伴う magneticanomalyは，南側に最大 400rの大きな positivemagnetic anomalyがあり，

その北西に 100rの negativeanomalyがある．これは magneticdipoleによる magneticfieldと考

えるとよく説明できるような典型的な patternを示している．

2) 北鹿児島湾北岸の別府川河口付近に 150rの positiveanomalyがある．

3) 串木野と別府川の中間山地に広範囲に疋の magneticanomalyがある．この最大値は＋300rである．

こ＠一帯は襟高200m ぐらいの小さい山が数多く存在し，一つの magneticanomalyを示すような大きな

山はない．したがってこの magneticanomalyは地下数十キロメートルに大きな magneticsubstanceが

存在すると考えられ，これは桜島のように AiraCalderaの周辺に存在する火山の一部が地下にあると推

定される．

4) 開聞岳には最大較差 400rの正負の magneticanomalyがあり，これは桜島と同禄に dipole丑eldの

patternを示している．

また，山川の付近に＋5orの大きさを持つ広範囲な magneticanomalyが存在するが，これは山Jl[il考が

一つの Calderaな形成しているのと関連を有すると考えられる．

5) 池田湖の中心部に約 40rの negativeanomalyが存在するがこれは地形との関係から生じたものと推定

される．
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6) 鹿児島市飛行場から池田湖の北部まで東西 25km南北25kmの範囲にはほとんど ma吉田ticanomaly 

がなく，等全磁力線は東西に平行である．

これは geologicalmap （第3図）と対比の結果，この地域には magneticsubstanceを有する rock

すなわち andes i te, basalt等がなく，中生代の sedimentaryrockからできていることがわかったが，

magnetic chartから anomalyがないことはp sedimentary rockの厚さが相当厚いことを示している．

4考察

わが国において，この鹿児島湾周辺の aeromagnetic survey のように 70km ×70kmという広範囲を 2km 

間隔で精密に測量を行なった例はこの場合が初めてで，地質調査では保知することができない地下内部構造そ匁l

るために， aeromagnetic surveyは一つの有力な手段であることを立証している．

さて，全磁力の等磁力線図を用いて桜島・開聞岳について magneticdipoleと仮定して磁気能率および dipole

の深さ等を計算した結果. l欠表のとおりである．

地 名

桜 島

開聞岳

磁気能率， M

7×1014 emu 

4×1Q13 

磁化の Y~l さ， Jn

4×10-3 emu/cc 

2×10-2 

Dipoleの 深 さ

2.3 km 

0.8 

これらの結果から，桜島・開問告の岩石は andesiteから構成されていると推定される．事実，桜島および開

聞岳の表面の岩石は，地質図（第3図）によると andesiteであることがわかっている．
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